
テーマ『観光』②
〜本県の状況〜
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⼭梨県
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本県の観光資源

単位︓千人
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本県の観光入込客数と観光消費額の推移等

 ⼭梨県の観光⼊込客数と観光消費額の推移

出典︓令和元年⼭梨県観光⼊込客統計調査報告書（⼭梨県）を⼀部加⼯

 ⼭梨県の外国⼈延べ宿泊者数の
推移と割合

２2011 2014 20162015 2017 2018 20192012 2013

 令和元年は、特に台風15 号や19 号による暴風や⼤⾬の影響により、観光イベントの中
止等が多かったことから、観光⼊込客数は過去最⾼であった昨年の3,769 万⼈から
3,465万⼈に約304 万⼈減少

 ⼀方で、消費単価の⾼い県外客の増加により観光消費額は4,330 億円と昨年より329 億
円増加

 また、外国⼈宿泊者は近年⼀貫して増加傾向にあり、
国籍も多様化
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観光客数 （2,968万⼈）（3,002万⼈）（3,146万⼈）（3,205万⼈）（3,216万⼈）（3,769万⼈）（3,465万⼈）



本県観光客の居住地

出典︓令和元年⼭梨県観光⼊込客統計調査報告書
（⼭梨県）

（観光地アンケート調査結果）
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本県観光客の滞在状況・宿泊数・主な目的

 宿泊数

出典︓令和元年⼭梨県観光⼊込客統計調査報告書（⼭梨県）

 主な目的滞在状況（日帰り、宿泊）

（観光地アンケート調査結果）

（観光地アンケート調査結果）

（観光地アンケート調査結果）
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新型コロナウイルス感染拡大の影響

 県内観光消費額（20年2-5月）︓前年同期⽐75%減
（1,033億円減の355億円）

 県内延べ宿泊者数（20年5月）︓前年同期⽐88.6%減
（日本⼈85.8%減、外国⼈98.1％減）

 県外から⼭梨県を訪れた⼈（6/20,6/21の15時時点）

平均約68,000⼈（前週⽐64%）➡ 全国１位の増加率
※特に東京・神奈川・埼⽟からの移動はそれぞれ約80%増加

（NTTドコモ モバイル空間統計による）

（⼭梨県調査）

（観光庁宿泊旅⾏統計調査（速報値））

緊急事態宣言解除後

新型コロナウイルス感染拡大
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• 施設がガイドラインを適切に遵守

⼭梨県

施設管理者

本県における安心確保のための取り組み①（施設の使用停止の個別解除）
※使⽤停⽌の協⼒要請を⾏う施設

〔個別解除の大まかな流れ〕

⼭梨県 • 個別に要請の解除

 緊急事態宣言解除後、現在も休業要請を継続しなが
ら、適切な感染防止対策が講じられた施設について
個別に要請を解除（〜8月20日︓339件）

⼭梨県

業界団体
施設管理者

• 施設の使⽤停止の協⼒を要請
• 感染拡⼤予防ガイドライン作成基準提示

• 業界団体等が感染拡⼤予防ガイドライン
を作成

• ガイドラインの内容を確認

 4月16日の緊急事態宣言発令後、4月20日より、劇
場・フィットネスクラブ・パチンコ屋等の施設の使
⽤停止（休業）の協⼒を要請
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消費者による
評価

濃厚接触者を出さないための具体的内容
濃厚接触通知アプリ（COCOA）の利用を奨励
専門家委員会（感染症、施設デザイン等）の意⾒を
踏まえて作成

県は、事業者の対策を現地調査等により確認し、認証

事業者

県

住⺠・来訪者
の安心確保

感染症予防対策

認証基準 確認・認証

感染症予防と
経済の両⽴

超感染症社会
への移⾏

ＧｏＴｏトラベル等との相乗効果

お墨付き

 全国に先駆け、宿泊業と飲食業の感染症予防対策を県が認証 (３２１件認証 ８月２１日時点）

本県における安心確保のための取り組み②（やまなしグリーンゾーン認証制度）
〜コロナウイルスを心配しない「旅⾏」と「⾷事」を〜
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